
再配達削減と受取利便性向上の両立に資するマンション等受取時の自動配送ロボット実証事業＜結果概要＞
（ヤマト運輸株式会社）

・マンションにおける配達業務が抱えるセキュリティ、EV待ち、不在対
応などの業務効率低下等の社会課題への対応

事業の目的
・事業の成果
- 配送ロボット4台、スマート宅配ボックス2台導入
- マンション3箇所（163世帯）、オフィス1箇所で実証
- 1,203個（対面854個、置き配349個）の宅配物をロボ配送
- マンションの形状の違いで、様々な発見（情報）を収集
・利用者向けアンケート結果（好意的な意見の割合）
- 基本的にロボット配送は好意的に受け入れられている
- C集合住宅は、スマート宅配ボックスの設置場所（EVホール）での
威圧感を感じたとの意見有り。ハード面に対する指摘が要因

・マンション設置では、WIFI環境の必要性、ロボット配置における消
防法等関係法令への対処、運用時の小型EV（カゴ）における占有
など、ハード面に起因する発見あり
・ロボット配送モデルの標準化、他社や他施設への展開を進め、普及
拡大を目指す

事業の成果

成果の活用可能性と課題、今後の展望

A集合住宅 B集合住宅 C集合住宅
好意的回答率 89％ 94％ 67％

・エレベーター連携とセキュリティ対応の検証
- ロボットによるEV操作等、マンション内各戸の配送自動化
・多様な受取方法への対応
- 非対面（置き配）と対面の２種類のロボットによる検証
・複数拠点での実証
- 高層型・多棟型・デザイナーズ型マンション（３箇所）、オフィスビル
（１箇所）、異なる環境下での検証
（実配送期間：オフィスビル9日、マンション17～40日）

取組内容

・再配達率の削減：メールで事前照会できるロボットは効果あり（通
知受領者と荷物受取者が、同居家族間で異なる場合の課題あり）
・１個当たり配達時間：ロボットは１度に２つまでしか配達できない
ため人間の方が１個当たりではスピードが早い（完全ロボット化すれば
ドライバーは他業務にシフト可能。負担軽減要素）

事業の効果（KPI）

効果あり 効果なし
再配達率の削減
（不在等により一度で届けられな
かった配達個数割合）

削減：2箇所
（-16.2％、-38.5％）

上昇：1箇所
（83.2％）

１個当たり配達時間
（ロボットによる時間短縮）

短縮：１箇所
（-15％）

超過：2箇所
（+9％、+21％）

・ヤマト運輸㈱：実証事業の実施
・ロボット開発事業者（韓国）：ロボットの稼働、メンテ
・不動産事業者：実証フィールドの提供、居住者等調整協力

実施体制
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